
Ⅰ．はじめに

　林野火災の多くは，まず林床可燃物が燃え始める地表火から発
生する。その炎が林冠へと延焼した場合には，林冠火となって被
害が急激に拡大するとともに，消火が極めて困難になる。した
がって林野火災被害を抑制するためには，地表火の発生を防ぐこ
とが肝要である。
　この観点から，林野火災対策のひとつとして，林床可燃物の含
水率から林野火災発生危険度を評価して，危険度の高い森林への
人の入りこみを制限したり，危険度の低いときに人工的な火入れ
を行って林床可燃物量を減らすなどの対策が，米国などを中心に
広く行われている。
　これを行うためには，林床可燃物の乾燥過程を精度良く予測す
ることが必要になる。しかしながら日本においては林床可燃物の
乾燥過程を測定した例は極めて少ない。
　そこで熊本市にある森林総合研究所九州支所の立田山実験林内
の８林分で，林床可燃物の乾燥過程における含水比について観測
を行ったので，ここに報告する。

Ⅱ．試験地

　立田山実験林は，熊本市のほぼ中心に位置する立田山（標高
１５２ｍ）の西域に位置する。市民の散策などにより多くの市民の
入りこみがあり，また林野火災が発生した事例もある。試験目的
などにより，実験林は多様な林分によって構成されている（森林
総合研究所九州支所，２００８）が，その中から樹種や斜面方位を勘
案して８つの林分を選択した（表－１）。

Ⅲ．観測・解析方法

　Tamai（２００１）は，林床可燃物の含水比を林内日射量と降水量
から推定するモデルを提案している。それによると含水比は降雨
直後に最大となり，降雨終了と供に乾燥過程となる。含水比が高
い状態での乾燥速度は速いが，含水比の低下と供に乾燥速度は低
下する。本報告では，観測①：最大含水比，観測②：乾燥速度の

大まかな傾向，の２点について観測を行った。特に②については，
降雨終了後から②－１：１〜２時間に一回の間隔によるサイト８
のみでの観測，②－２：数日に一回程度の間隔による８サイト全
てでの観測，の２種類を行った。
　含水比の観測は，以下の手順で行った。サイトで林床可燃物を，
乾燥重量で８０ｇ程度になるように採取し，ただちにジッパーつき
のビニ－ル袋に入れた。実験室に持ち帰り，重さ（W）を測定。
次に乾燥炉に入れ７５℃で４８時間程度乾燥させたのち，乾燥重量
（Wdry）を測定した。測定した生重量と乾燥重量から，含水比
（θ）を算出した。

  （１）

　観測①は，２００６年１２月１５日と２００７年５月１０日に，観測②－１は
２００７年４月２５〜２７日に，観測②－２は２００７年５月１０，１１，１４日に，
それぞれ行った。

Ⅳ．結果と考察

（１）最大含水比
　降水直後の２回の観測によって得られた最大含水比を表－２に
示す。２００６年１２月１５日の場合では２．３〜２．７，２００７年５月１０日の場
合では１．３〜１．５の範囲であったサイトが多かった。しかし２回の
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表－１．観測サイトの概要

備考
Basal
Area

（㎡ ha－１）

Stem
Density
（N ha－１）

斜面
方位植生林班Site

No．

２１．６７３，２００南西マテバシイ９ち１
植林地，BasalArea
は地際直径から算出５．２５２，３００南東ヒノキ９に２

１７．７６１，５００北西クヌギ６ほ３
６１．５６１，３００北西スギ６に４
３０．９５２，０００北西イチイガシ６は５

植林地，BasalArea
は地際直径から算出４．８１２，３００南スギ１０に６

コジイ，アラカシなど３８．８９１，８００南常緑広葉樹１０い２７
５０．０９３，５００南西タラヨウ１い８



観測における違いは大きかった。これは，降水パタ－ンの違いが
影響したのかもしれない。
　２００６年１２月１５日の場合には，７〜１４日にかけて断続的に降水が
観測されている。この間における最大時間降水量は４．０㎜であっ
た。つまり弱い雨が長時間続いたパタ－ンであった。それに対し
て２００７年５月１０日の場合には，１〜６時の間に１４．０㎜の降水が観
測された。特に３時台における降水量は１１．５㎜と，強度の強い短
時間での降水であった。このような降水パタ－ンの違いが最大含
水比の違いをもたらしたのかもしれない。
（２）数時間に一回程度によるサイト８での観測
　観測②－１によるサイト８での観測結果を図－１に示す。乾燥
速度は，２５日には早く，２６日以降には遅くなっている傾向が認め
られる。これはTamaiら（２００１）が提案したモデルと合致して
いる。
（３）数日に一回程度による全サイトでの観測
　観測②－１によって，サイト８における乾燥速度は，降水直後
には高く，それ以降には低くなる傾向が認められた。これは一般
的なことであるかを確認するために②－２による観測結果を図－
２に示す。
　５月１０日〜１１日における乾燥速度と１１日〜１４日における乾燥速
度を比較すると，程度の差はあるものの全てのサイトにおいて前
者の方が乾燥速度は速かった。したがって乾燥速度は，降水直後
には早く，それ以降には遅くなるという傾向は一般的であると考
えられた。
　プロット間において，乾燥速度には大きな違いが認められた。
今後，その違いをもたらす要因について検討を行う予定である。

Ⅴ．まとめ

　本報告では，林床可燃物の含水比について，以下の点が明らか
になった。
１）同じ降水イベント直後に観測された最大含巣比は，プロット

の違いによらずほぼ等しかった。
２）しかし，降水パターンの違いに起因すると考えられる，降雨

イベント間での差が認められた。
３）降水直後には乾燥速度は速く，それ以降には遅くなるという

傾向は，プロットの違いによらずほぼ等しかった。
４）しかし乾燥速度には，プロット間で大きな違いが認められた。
５）その違いをもたらす原因を今後検討する予定である。
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表－２．各サイトで観測された最大含水比

２００７/５/１０２００６/１２/１５Plot No．

１．５５２．３０１

１．１３２．７０２

１．４８２．５５３

０．７０２．３０４

１．５０２．４３５

１．５６２．７４６

１．３７１．８０７

１．３５欠測８

１４．０３９．０Precip．（㎜）

図－１．サイト８における林床可燃物の乾燥速度

図－２．全サイトにおける林床可燃物の乾燥速度


